
































学術論文は１編が第一著者として公表済み（福田 友子, 久保 信明, 稲田 健二, 田丸 人意, 日
本航海学会，Vol. 135, pp.108-114, 2016）であることを確認した。 
２編の発表論文は英語で書かれており、かつ、国際会議において英語で発表しており、英語の学
力については問題ないと判断した。 
 合同セミナーについて、規定の学習時間および出席回数を満たしていることを確認した。 
 大学院海洋科学技術研究科が指定した研究者倫理教育を修了していることを確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
